
「男女共同参画の視点に立った地域の課題解決」のためのプログラムデザイン

平時から男女共同参画の視点に立った防災の意識を高める。女性の視点を地域防災に役立て、災害時に活躍できる人材を育成する。被害軽減のための日常の備えに役割が果たせる人材を育成。目的

内容

方法

（事前個人ワーク）学ぶ前の自分（わたし）を考
え、シートに書き込む
・今あなたはどんな備えをしているか？

・「避難所運営」、「炊き出し」は誰が行う？
・大規模災害時「避難所」の困りごとはなんだろ
う？

①講義
なぜ防災に男女共同参画の視点が必要なの
か、また女性が防災を学ぶことの重要性につ

いて学ぶ。
熊本地震の経験をもとに、大規模災害時何が
起きたのか？性別的役割分担意識や、暴力被

害など事例なども合わせて学ぶ

対象 地域やPTAなどに関わっている、または、関わりたいと思っている女性 20名

課題把握・課題共有 課題解決の方策の検討 課題解決のための行動

①個人ワーク
熊本地震の経験を基に、当時参加者が感
じた「避難所」や「避難生活」について考え

る。
当時の自分（わたし）の立場や状況、感じ
た困難、どんな配慮は必要であったかを書

き出す。

①グループワークⅠ
それぞれが考える「避難所」「避難生
活」について意見を交換する。
・「避難所」「避難生活」での困りごと
・配慮が必要な人の困りごとは何か
・家族を守るための必要な支援は何か
・女性が避難所運営に関わるためには
どういったコミュニケーションが必要か

①グループワーク発表
各班から出た意見を発表、検討する

①グループワークⅡ
各グループで仮設の避難所や避難
者を想定し、ロールプレイングを行う。

これまでの学びの中での気づきなど
を意見交換する。

平時からできる備え、地域との関わ
りについての意見交換する。

最後に
最初に書いた学ぶ前の自分（わた
し）と学んだ後の自分（わたし）を比
べ、それぞれ個人で発表する

基点 ・基軸の形成

【趣旨】大規模災害では災害直後だけでなく、避難行動、避難生活において困難や求められる支援はさまざまである。災害時に活躍できる女性の人材を育成する
ことを目的とする。男女共同参画の視点を取り入れた防災の基礎知識やコミュニケーションの方法を学ぶ講座を実施する。

課題解決

自治防災に関わる人材は定年後の高齢の男性が多い傾向にあり、大規模災害時に活躍できる女性の人材が不足。地域で活躍する女性は増えているが、「防災」については女性は敷居
を高く感じる方が多い。防災会議や地域防災計画策定のための会議に女性が少なく、多様な視点を取り入れることが難しい。課題

男女共同参画推進意識の形成 現状把握

連携先 女性リーダー養成講座（ウィメンズカレッジ）修了生またそのOG会（ミモザ塾）
PTA協議会 自治会・防災士会・自治防災クラブ

目標

【事業名】わたしの防災カレッジ～女性のチカラを生かす防災力を学ぼう～ （全2回 180分✖2）
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②講義
周囲の人を牽引するコミュニケション能力につ
いて学ぶ。災害時のさまざまなニーズを解決す

るために必要な能力を身につける
意思決定の質を高めるため手法を学ぶ
ファシリテーション講座

②個人ワーク
避難所を想定し、意思決定の場の参加者
や話し合う内容、場づくりや収束の方法、

想定される困難をワークシートに書き込む。

②グループワーク
災害時の多様なニーズを解決するた
めには、どのような話し合いが必要で

あるか、注意点などを意見を出し合い、
各班でまとめる

②グループワーク発表
各班から出た意見を発表

②グループワークⅡ
各グループで仮設の避難所での意
思決定の場を想定し、ロールプレイ

ングを行う。
グループワークⅠで考えた多様な
ニーズを解決できる話し合いとなっ

たか、意見交換
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